
オンライン会議ツールを使った
「クラスのあつまり」

5月8日から、オンライン会議ツールを使った
「クラスのあつまり」をはじめました。

4月、5月が休園となり、
動画で保育コンテンツを配信したり、
アンケートにて
ご家庭の様子を伺たったりすることを継続し、
ご家庭とつながれるよう工夫をしてきましたが、
担任と子どもたちがクラスとしての繋がりを
少しでも感じることができたら、と願い
オンラインを使用することにしました。

早速、今日は年長クラスでオンラインでの
「クラスのあつまり」をしました。
「こんにちは！」「会いたかったよ」
「元気そうだね。笑顔が見られて嬉しいよ」などの
やりとりからはじまり、
画面上にクラスの子どもたちの顔が並ぶと、
歌を歌ったり、名前を呼んだりと、
オンラインでできる
簡単なコミュニケーションを行いました。
画面上ではありましたが、
子どもたちの表情を見たり、
声を聞いたりすることができて、
とても嬉しくてたまりませんでした。
“そうそう、この子たちと一緒に過ごすんだよね、
早く一緒に話したり遊んだりしたいなぁ”と、
ますます会いたい気持ちが高まりました。

こうして、園と子どもたちが
少しでも一緒に過ごしているような時間を
もてることが幸せだと感じました。


